
イエスは言われた。「なぜ怖がるのか。まだ信じないのか。」
日本聖書協会『聖書 新共同訳』マルコによる福音書4章40節
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ありがとう。何が？

　新しい目覚めはどこから来るの？ 今、あ

なたの周りにいる家族は？ あなたの命は？

あなたの笑顔は？ あなたに与えられていな

いものなんてどこにあるの？ もらった時は

何て言う？ 「ありがとう」だよね。

　新しい目覚めをありがとうございます、っ

てさ。毎日言えることってすごいよね。

　末期ガンの父は朝、目覚める度に叫んだ。

「うぉー」って。「オレは今日も目覚めたぞ、

生きてるぞ」って。

　「明日なんか来なければいい」と思って眠

りについた時……。「明日が早く来ないか」と

思って眠りについた時……。「どうして……

夢ならいいのに」と思う現実の中にいるあな

たにも、同じような目覚めが与えられる。か

けがえのない今が与えられる。

　もし、1日が悲しみでもなく、怒りの中でで

もなく、「ありがとう」で始まるのなら。もし

いっぱいの感謝から始まるのなら、どんな1

日になるのだろう。

　あなたが出会う一つひとつの全てのもの

が与えられていることに気付くでしょう。

光も風も自然も全てが。1日が感謝で溢れる

でしょう。

　こんなことに出会いたくなかった……と

目を覆いたくなるような現実も起こるかも

しれない。きっと、たった1人だったら逃げ

たくなる現実がある。

　でもね、あなたは1人じゃないんだよ。共

に泣いてくださる方がおられるんだ。あなた

のために祈ってくださる方がおられるんだ。

　だから逃げなくていいんだ、ここにいてい

いんだよ。

　新しい目覚めも、命も全てが与えられて

いる。

　なぜ？

　それはあなただから。

　あなたを信じている方がおられる。あな

たを待っている方がおられる。その方は、遥

か遠くから手招きしてあなたを大声で呼ぶ

のではなく、あなたが声にならないうめき

でしか叫べないときでも聴こえるくらい近

くに、静かにあなたに語りかける声が確か

にあなたに感じられるように、魂に寄り添っ

てくださる。

　だから安心していていい。

　あなた自身が信じられない時があっても

あなたは信じられている。あなたが祈れない

時があってもあなたは祈られている。

　簡単なことだよ。「ありがとう」って伝えれ

ばいいんだ。

　全てのことは、あなたに与えられている。

あなたを一番大切にしておられる方から与

えられている。あなたを大切にしてくれる方

は弱っちい得体の知れないような方じゃな

い。あなたを大切にしてくださる方は、光も

風も自然も全てを創られた方なんだよ。だか

ら安心して。

　あなたは生きてていいんだよ。

　　　　　　　　　　　　　 S
Phot：Patrice Dufour（SXS）

ありがとう
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Ｑ． 貧困が大きな課題になるとのこと

ですが、貧困を克服するには教育が大

切になってくると思います。教育の普

及はどうなっていますか？ 例えば識

字率などは？

Ａ.識字率は統計では52％くらいで

す。ただ小学生の男女では識字率が違

います。女の子は母親の手伝い、家事

労働をしますのでどうしても学校に

行く時間がありません。朝から水を汲

みに行くにも1時間以上かかります。

夜は動物の世話をします。男の子は母

親が家事をさせません。それは大人に

なっても同じです。女性は朝から晩ま

で働きます。そのため田舎では小学生

女子の卒業率は50％くらいといわれ

ています。そうすると、どうしても識

字率が下がってしまいます。

　学校はたくさんあります。チョウ

ジャリだけでも、病院から歩いてい

ける範囲に十数校あります。公立の

ほか私立も4つか5つあります。お

金がないのに私立があるのは、公立

は資格を持つ先生が少なく、またネ

パールは時間にうるさくない国

で、それは学校も先生も教会もそ

うなのです。1時間遅れで始まっ

たり、2.3時間で帰ってしまった

り、きちんと教えない、というこ

ともあります。先生にも言い分が

あって、きちんと給料をもらって

いないからというのです。これで

は子どもの将来が危ぶまれると、

私立の学校（月に300円ほどかかる）

に行かせるようになってきているの

です。一言で言えば教育熱心です。教

育の必要性は認識しています。

 それから貧困と関連したことです

が、高校を卒業して成績が良く意欲が

あっても、お金がなくて上の学校に行

けないということがあります。上の学

校に上がれる子は、田舎にいくと5％

ほどしかいないのです。

Ｑ． ＪＯＣＳではそういった子ども

たちに奨学金を贈っているそうです

が……？

Ａ.ＪＯＣＳの外国での働きは大き

く2つです。１つはワーカー、人間を

その国に送ることです。

　JOCSではお金と物を持っていくこ

とをしていません。「長期滞在型の海

外医療協力」というのがキーワード

です。そこに長くいて一緒に言葉を覚

えて友達をつくり、問題を発見して、

そこにある資源を使いながら、問題解

決のために汗を流す。少なくとも10

年くらい、そこにとどまります。3年4

年ではものが見えてくるはずがない

のです。「継続可能な協力とは何かと

いうことを考えて一緒にやってみな

さい」と送り出しています。

 もう1つは、その国の保険医療制度

などはその国の人がやるのが理想で

すから、奨学金という形で応援をして

います。現在、96人ほどいます。今ま

で関係した国、ワーカーを送った国の

人に奨学金を出しています。原則は相

手団体の職員が対象でスキルアップ、

レベルアップのためです。

 ただし、それだけでは十分ではあり

ません。有志の皆さんから預かった

お金で、ＪＯＣＳの奨学金の枠からも

れるけれど、その地域の保健医療を

担いたいという人に奨学金を出して

応援しています。1年間に3人です。

家が貧しい人、必ず地域に戻って保

険医療を担うこと、仕事に就いたな

ら毎月奨学金の5％を返金すること、

そして、それを元に次の奨学金にし

ていく……。そういうことをスター

トさせています。

 しかし、問題は卒業したあとの仕事

場がないことです。今後はそのこと

を考えていかないといけないと思っ

ています。

（つづく）

※「ナマステ、サンチャイチャ」はあいさつの言葉で「元気ですか？」等の意味です。
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